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第１章  経営戦略策定・改定の趣旨  

 

１．１  経営戦略策定・改定の趣旨 

 大野市は、市営水道事業として市街地を中心とした上水道事業と、富田、阪谷、和泉地区や下

庄、上庄の地区の一部地域にある簡易水道事業を運営しており、市民の皆様に安全で安心な水道

水の提供に努めてきました。 

近年、人口減少や節水型ライフスタイルの定着による水需要の減少に伴う給水収益の減少が見

込まれる一方で、水道施設の耐震化や老朽化対策への投資が必要になり、水道事業を取り巻く環

境が大きく変化し、事業の経営環境は厳しさを増してきています。 

こうした中、将来にわたって安定的に水道事業を継続していくためには、自らの経営等につい

て的確な現状把握を行った上で、事業の効率化、経営の健全化を推進することが求められます。  

大野市では、平成２８年１２月に「大野市水道事業経営戦略」、「大野市簡易水道事業経営戦

略」を策定し、経営の健全化に向けて取り組んできました。また、令和２年７月には、令和２年

度から令和２１年度を計画期間とする「大野市営水道事業基本計画（大野市水道ビジョン）」（以

下「水道ビジョン」と表記します。）を策定しました。 

本経営戦略は、水道ビジョンの中長期的な経営計画とするため、現行の「大野市水道事業経営

戦略」、「大野市簡易水道事業経営戦略」を見直し、「大野市水道事業経営戦略（上水道事業、

簡易水道事業）」（以下「経営戦略」と表記します。）として改定するものです。 
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1．２  位置付け 

水道ビジョンでは、大野市営水道事業の現状を踏まえ、継続的な水供給の実現に向けて、施設

規模の適正化、施設の耐震化、水質保全への対策に取り組むため、中長期的な取組の方向性や具

体的な取組を定めました。 

水道ビジョンの策定にあたっては、事前に簡易水道利用者にアンケート調査を行い、現在の水

道サービスや将来の水道事業の在り方に関するご意見をいただきました。その結果を踏まえ、水

道に関する様々な課題解消を図るための料金値上げや事業間統合を含めた施設整備計画について

定めています。 

  経営戦略はこの水道ビジョンの経営計画とし、投資・財政計画を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営戦略の位置付け 

 

１．３  計画期間 

中長期的な経営基盤の強化に取り組むことができるよう、計画期間は、令和４年度から令和 

１３年度までの１０年間とします。 

  

大野市営水道事業基本計画

（大野市水道ビジョン）

大野市水道事業経営戦略

（上水道事業、簡易水道事業）

予算など

第六次大野市総合計画

利用者アンケート 

パブリックコメント 

厚生労働省 
新水道ビジョン 

総務省 
経営戦略策定 
ガイドライン 
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第２章  事業の現況  

２．１  事業の現況 

① 給水 

 上水道事業 簡易水道事業 

供用開始年月 昭和５４年４月 昭和３３年４月（荒島） 

法適・非適の区分 法適（全部） 法適（財務） 

計画給水人口 １５，０００人 ８，６０２人 

現在給水人口 ４，５５９人 ４，０７３人 

有収水量密度 ０．１８８㎥／ｈａ ０．３３７㎥／ｈａ 

加入率 ２０．４８％ ８６．４４％ 

② 施設 

 上水道事業 簡易水道事業 

水源 地下水 地下水、伏流水 

施設数  浄水場設置数 1 １７ 

     配水池設置数 1 １３ 

施設能力 ４，４００㎥／日 ２，６３７㎥／日 

管路延長 ８０，８７５ｍ １１６，８３３ｍ 

施設利用率 ３２．９５％ ６３．８８％ 

 

③ 料金 

◆ 料金体系の概要・考え方 

      上水道事業の水道料金は用途別料金体系で、基本料金と超過料金の２種類の料金で構

成される二部料金制としています。超過料金は、学校用と工場用を除き、多く使用する

ほど単価が上がる「逓増制（ていぞうせい）」としています。昭和５４年に給水を開始

してから、料金の改定を行っていません（消費税率改定による改定を除く）。 

簡易水道事業も二部料金制としていますが、地区ごとに料金体系が異なり、上水道と

同一料金である地区は１１地区ある簡易水道のうち５地区です。       

現行の料金体系は、以下のとおりです。 

 

 

 ◆ 上水道事業の水道料金  

種類 用途 基本料金（１月につき） 超過料金（１m３につき） 

専用栓 家事用 １０m３以下 

１，５００円 

１０m３～２０m３    

１６５円 

２０m３を超える分  

２１０円 
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専用栓 営業用 １０m３以下 

     １，６５０円 

１０m３～３０m３ 

    ２１０円 

３０m３を超える分  

２５０円 

 病院・ 

官公署用 

１０m３以下  

１，５００円 

１０m３～２０m３ 

    １８０円 

２０m３を超える分  

２２５円 

 学校用 １００m３以下 

    １９，９５０円 

― １００m３を超える分   

２１０円  

 工場用 ４０m３以下 

     ８，３５０円 

４０m３～１,５００m３ 

    ２５０円 

１,５００m３を超える分   

７０円 

共用栓 家事用 １０m３以下  

    １，５００円 

１０m３～２０m３ 

      １６５円 

２０m３を超える分 

２１０円 

臨時栓 特殊用 

（小口） 

１０m３以下  

    ３，０００円 

― １０m３を超える分 

４２０円 

特殊用 

（大口） 

１００m３以下 

 ３９，９００円 

― １００m３を超える分    

４２０円 

私設消火栓 １栓につき  

１，０００円 

（演習）５分以内  

４００円 

（演習）１分増ごとに    

１００円 

 

 ◆ 上水道事業のメーター使用料金  

メーターの口径 メーター使用料金（１月につき） 

１３mm １２０円 

２０mm １８０円 

２５mm ２３０円 

３０mm ２６０円 

４０mm ３５０円 

５０mm ６８０円 

７５mm １，３００円 

 

◆ 簡易水道事業の水道料金 

 西富田地区簡易水道 

種類 用途 基本料金（１月につき） 超過料金（１m３につき） 

専用栓 家事用 １０m３以下    ８５２円 １０m３を超える分  ９０円 

営業用 ２０m３以下  １，７８５円 ２０m３を超える分  ９５円 

病院・官公署用 ２０m３以下  １，７００円 ２０m３を超える分  ９０円 

学校用 ６０m３以下  ５，１１２円 ６０m３を超える分  ９０円 

工業用 ４０m３以下  ３，５７０円 ４０m３を超える分  ９５円 

共用栓 家事用 １０m３以下  １，１１６円 １０m３を超える分  ９０円 
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臨時栓 特殊用（小口） ２０m３以下  １，８６６円 ２０m３を超える分 １００円 

 特殊用（大口） ２００m３以下１８，６６０円 ２００m３を超える分１００円 

 

施設区分 富田地区簡易水道 

種類 用途 基本料金（１月につき） 超過料金（１m３につき） 

専用栓 家事用 １０m３以下   １，０４０円 １０m３を超える分  １０８円 

営業用 ２０m３以下   ２，１６０円 ２０m３を超える分  １１４円 

 病院・官公署用 ２０m３以下    ２，０８０円 ２０m３を超える分 １０８円 

学校用 ２００m３以下２０，８００円 ２００m３を超える分１０８円 

工業用 ４０m３以下   ４，３２０円 ４０m３を超える分 １１４円 

共用栓 家事用 １０m３以下       ９８０円 １０m３を超える分 １０８円 

臨時栓 特殊用（小口） ２０m３以下    ２，２４０円 ２０m３を超える分 １１８円 

特殊用（大口） ２００m３以下２２，４００円 ２００m３を超える分１１８円 

 

施設区分 木本地区簡易水道（令和４年４月１日改正） 

種類 用途 基本料金（１月につき） 超過料金（１m３につき） 

専用栓 家事用 １０m３以下       ７５０円 １０m３を超える分  ８２円 

営業用 ５０m３以下   ３，１９０円 ５０m３を超える分  ８２円 

病院・官公署用 ３０m３以下    ２，１１０円 ３０m３を超える分  ８２円 

学校用 １００m３以下 ６，３８０円 １００m３を超える分 ８２円 

工業用 ３０m３以下    ２，１１０円 ３０m３を超える分  ８２円 

共用栓 家事用 １０m３以下       ７００円 １０m３を超える分  ８２円 

臨時栓 特殊用（小口） ２０m３以下   １，８５０円 ２０m３を超える分   ９３円 

特殊用（大口） １００m３以下  ９，５７０円 １００m３を超える分  ９３円 

    

施設区分 荒島地区簡易水道 

種類 用途 基本料金（１月につき） 超過料金（１m３につき） 

専用栓 家事用 １０m３以下     ５１８円 １０m３を超える分  ５５円 

 営業用 ２０m３以下   １，１５０円 ２０m３を超える分  ５９円 

 病院・官公署用 ２０m３以下    １，０４０円 ２０m３を超える分  ５５円 

 学校用 １００m３以下  ５，１８０円 １００m３を超える分 ５５円 

専用栓 工業用 ４０m３以下    ２，３００円 ４０m３を超える分  ５９円 

共用栓 家事用 １０m３以下        ４８０円 １０m３を超える分  ５５円 

臨時栓 特殊用（小口） ２０m３以下   １，２６０円 ２０m３を超える分  ６５円 

特殊用（大口） １５０m３以下  ９，４４０円 １５０m３を超える分 ６５円 
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施設区分 菖蒲池地区簡易水道 

種類 用途 基本料金（１月につき） 超過料金（１m３につき） 

専用栓 家事用 １０m３以下  １，１１８円 １０m３を超える分 １２３円 

営業用 ２０m３以下  ２，４３２円 ２０m３を超える分 １２８円 

病院・官公署用 ２０m３以下  ２，３１４円 ２０m３を超える分 １２３円 

学校用 ２００m３以下２３，８４２円 ２００m３を超える分１２３円 

工業用 ４０m３以下  ４，９４０円 ４０m３を超える分 １２８円 

共用栓 家事用 １０m３以下  １，１１８円 １０m３を超える分 １２３円 

臨時栓 特殊用（小口） ２０m３以下  ２，５４８円 ２０m３を超える分 １３５円 

特殊用（大口） ２００m３以下２５，４８０円 ２００m３を超える分１３５円 

 

施設区分 北富田、阪谷第一、南富田、下庄北部及び阪谷第二地区簡易水道 

種類 用途 基本料金（１月につき） 超過料金（１m３につき） 

専用栓 家事用 １０m３以下１，５００円 １０m３～２０m３ 

        １６５円 

２０m３を超える分   

２１０円 

 営業用 １０m３以下１，６５０円 １０m３～３０m３  

２１０円 

３０m３を超える分   

２５０円 

病院・官公署用 １０m３以下１，５００円 １０m３～２０m３ 

 １８０円 

２０m３を超える分   

２２５円 

学校用 １００m３以下 

 １９，９５０円 

― １００m３を超える分      

２１０円 

工場用 ４０m３以下８，３５０円 ― ４０m３を超える分   

２５０円 

共用栓 家事用 １０m３以下１，５００円 １０m３～２０m３以

下    １６５円 

２０m３を超える分   

２１０円 

臨時栓 特殊用（小口） １０m３以下３，０００円 ― １０m３ を超える分   

４２０円 

 特殊用（大口） １００m３以下 

３９，９００円 

― １００m３を超える分 

    ４２０円 

私設消火栓 １栓につき １，０００円 （演習）５分以内  

４００円 

（演習）１分増ごとに      

１００円 

 

施設区分 和泉地区簡易水道 

種類 用途 基本料金（１月につき） 超過料金（１m３につき） 

専用栓 家事用 １０m３以下   １，０００円 １０m３を超える分   ８０円 
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専用栓 営業用 ２０m３以下    ２，０００円 ２０m３を超える分  １００円 

病院・官公署用 ２０m３以下   ２，０００円 ２０m３を超える分  １００円 

学校用 １００m３以下１０，０００円 １００m３を超える分１００円 

工業用 ４０m３以下   ４，０００円 ４０m３を超える分  １２０円 

共用栓 家事用（口径 

４０mm以下） 

１０m３以下    ３，０００円 １０m３を超える分   ８０円 

家事用（口径 

５０mm以上） 

１０m３以下    ５，０００円 １０m３を超える分   ８０円 

臨時栓 特殊用（小口） １０m３以下   ３，０００円 １０m３を超える分  １２０円 

特殊用（大口） １００m３以下３０，０００円 １００m３を超える分１２０円 

                          

 ◆ 富田、木本、荒島、菖蒲池地区簡易水道のメーター使用料金 

メーターの口径 メーター使用料金（１月につき） 

１３mm ７８円 

１６mm １０３円 

２０mm １２６円 

２５mm １３９円 

３０mm １９０円 

４０mm ２４４円 

５０mm ６５４円 

７５mm １，１２８円 

 

◆ 西富田、北富田、阪谷第一、南富田、下庄北部、阪谷第二、和泉地区簡易水道のメーター

使用料金 

メーターの口径 メーター使用料金（１月につき） 

１３mm １２０円 

２０mm １８０円 

２５mm ２３０円 

３０mm ２６０円 

４０mm ３５０円 

５０mm ６８０円 

７５mm １，３００円 

                      ※ 別途消費税及び地方消費税がかかります。 
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④ 組織 

 上水道事業 簡易水道事業 

職員数 ３人 ２人 

 うち 技術職員 

 うち 事務職員 

１人 

２人 

１人 

１人 

 

 

２．２  これまでの主な経営健全化の取組 

（１）現行経営戦略での目標に対する取組 

① 基幹管路耐震適合率 

   基幹管路の耐震化に取り組んでいます。現行経営戦略の策定時には適合率は約７５％で、 

目標として平成３８年度に１００％としていましたが、耐震管の基準が変更されたことに 

より、令和２年度末の基幹管路での耐震管適合率は約３６％となりました。 

引き続き、施設の優先順位を考慮して更新します。 

② 災害時拠点施設への延伸 

   災害時の給水需要に備え、有終東小学校、文化会館、陽明中学校等の災害拠点施設への配

水管延伸を行いました。 

③ 大規模漏水リスク低減を目的とした管路ループ化 

   災害等による断水に備え、中挾、東中、美里町、吉野町等への配水管布設工事を行い、 

管路ループ化による代替配水管を確保しました。 

④ 料金収入の確保（加入促進、滞納対策強化） 

   新規に配水管を布設する区域等において加入促進を行うとともに、夜間を含む電話催告や

個別訪問を行い、滞納対策に努めています。 

⑤ 内部留保資金の確保  

   健全な経営を維持するため、内部留保資金の確保に努めています。 

 

（２）上記（１）以外の取組 

① 有収率（※ア）の向上 

平成２４年度の有収率は約６０％と類似団体平均の約７７％を大きく下回っていましたが、 

平成２６年度より消火栓取替工事や給水管の漏水調査を積極的に行った結果、平成２９年

度に約７０％にまで改善しました。 

 ② 包括的民間委託の実施 

平成２９年度から水道施設の維持管理について、包括的民間委託を行い、効率的な事業 

運営を行っています。 

  
※ア 有収率：「年間総有収水量（供給した水の量）／年間総配水量（作った水の量）×１００」 

    作った水道水がどれくらい利用者に届けられたかを示す指標。 

高いほど不明水が少なく、効率的であることを示します。 
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 ③ 給水事業の効率化 

   平成２５年度に、１簡易水道（中保地区簡易水道）を上水道に統合し、給水事業の効率化

を図りました。 

④ 簡易水道事業会計の公営企業会計移行 

   簡易水道事業は令和２年度から公営企業会計に移行し、経営状況の把握、分析を可能とし

ました。 

⑤ コンビニエンスストアでの水道料金の収納を開始 

   令和２年４月から、コンビニエンスストアで水道料金の収納を開始しました。利用者の利

便性と収納率の向上を図っています。 

 

 

２．３  経営比較分析表を活用した現状分析 

   上水道、簡易水道の経営比較分析表は、巻末資料１（ｐ．２６～２７）のとおりです。 

    経常収支比率（※イ）は上水道、簡易水道ともに概ね１００％を超えて推移しています。こ

れは国が定める繰入基準のほかに一般会計補助を行い、料金収入の不足を補てんしていること

によるものです。 

 

◆ 上水道事業 

   昭和５０年頃に発生した地下水位の低下を契機に、主に市街地の南部と地下水を直接利

用できない一部の地域に安全で安心な飲料水を提供することを目的に創設されました。ま

た、災害時に備え、水道管路のループ化や拠点避難所への整備など、災害に強い強靭なま

ちづくりのため計画的な施設整備や改良を行っています。 

地下水利用が多く需要が少ないため面的な整備が難しく、加入率は約２０％と低い状況

です。料金回収率（※ウ）も令和２年度で約８０％と類似団体（※エ）平均よりやや低い

ため、加入率の向上に向けた取組が必要です。  

現在は一定の資金残高があり、流動比率（※オ）、企業債残高対給水収益比率（※カ） 

      
※イ 経常収支比率：（経常収益／経常費用）×１００ 

経常費用がどの程度経常収益で賄えているかを示す指標。 

100％以上の場合は単年度黒字、100％未満の場合は単年度赤字を表します。 

※ウ 料金回収率：料金回収率：（供給単価／給水原価）×１００ 

給水に係る費用がどの程度水道料金で賄えているかを示す指標。 

100％を下回っている場合、給水費用が水道料金以外の収入で賄われていることを示します。 

※エ 類似団体：（上水道事業）給水形態、給水人口規模が似通っている団体 

（簡易水道事業）地方公営企業法の適用状況、給水人口規模が似通っている団体 

※オ 流動比率：（流動資産／流動負債）×１００ 

短期的な債務に対する支払能力を表す指標。 

100％を下回っている場合、１年以内に現金化できる資産で１年以内に支払うべき負債を賄

えていないことを示します。 

※カ 企業債残高対給水収益比率：（企業債現在高合計／給水収益）×１００ 

給水収益に対する企業債残高の割合を示す指標。 

類似団体との比較等により自団体の状況を把握、分析します。 

 

※４ 企業債残高対給水収益比率：給水収益に対する企業債残高の割合を表す指標 

（企業債現在高合計／給水収益）×100（％） 
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   などの経営指標は類似団体平均と比べて良好です。事業創設から４０年が経過し、今後、更   

新需要が増えていくことが見込まれるため、一般会計繰入に過度に依存しない適正な料金体

系の検討が必要です。 

 

 ◆ 簡易水道事業 

市内に１１の地区があります。各地区の令和２年度の加入率は約８０～９０％で、料金回

収率は約７０％と類似団体平均よりも良好です。 

水需要と施設利用率の減少を考慮し、各地区の課題を解消し合理的な施設の統廃合やダウ

ンサイジングを行うことで施設の最適化（集約）を図り、更新費と維持管理費を減らすこと

が必要です。 

一部で伏流水を水源とする地区があり、大雨時の濁り発生や水源施設と水源から集落まで

の送水管の老朽化が課題です。 

また、地区ごとに料金にばらつきがあり、ほとんどの地区で料金収入が不足しているため、

人件費、水質検査手数料などについて一般会計から補助を受けています。上水道と料金を統

一し、経営の健全化と今後の施設更新に備える必要があります。 
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第３章  将来の事業環境  

３．１ 給水人口の予測 

水道ビジョンでは、平成２７年１０月に策定した「大野市人口ビジョン」に基づき、給水人口

を予測しました。「大野市人口ビジョン」が令和３年２月に改定されたこと受け、経営戦略では

「大野市人口ビジョン」中、「パターン 1（国立社会保障・人口問題研究所推計準拠）」を用い

て給水人口を予測しました。なお、「パターン１（国立社会保障・人口問題研究所推計準拠）」

の予測値は５年ごとの推計のため、推計値間は直線補間としています。 

本市の人口は、過去１０年の実績と同様に今後も減少傾向が継続する見通しです。加入率の向

上が見込めない中、人口の減少幅が大きく、上水道、簡易水道ともに給水人口は減少の見込みで

す。 

  

             

 

 

 

 

 

 給水人口の推移と予測（単位：人） 

 

３．２ 水需要の予測 

給水人口の予測と令和２年度までの実績値を元に、計画期間の年間有収水量の予測を行いまし

た。 

上水道は、一般的な家庭で使用する「生活用」、工場などで利用する「工業用」、学校や病院

などの「その他」に区分して予測値を算出しました。「生活用」は、大雪の影響により水需要が

伸びた令和２年度を除く過去５年間の１人あたり平均使用量に給水人口予測を乗じて算出しま

した。１人あたりの給水量見込に給水人口予測を乗じて算出しています。「工業用」「その他」

については、過去３年～５年の実績値と増減傾向を基に算出しました。 

また、簡易水道は、１人あたり平均使用量見込に給水人口予測を乗じて算出しました。 
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上水道、簡易水道事業とも、人口減少に加え節水機器の普及などにより、水需要は減少する見

込みです。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

水需要の推移と見通し（単位：㎥） 

 

 

３．３  料金収入の見通し 

水需要の予測に基づき、今後の料金収入を算出しました。現行の水道料金体系を維持するもの

として、水需要（年間有収水量）の見込みに令和２年度供給単価の実績値を乗じました。 

降雪量が多い冬は給水量が増加する傾向にあり、上水道、簡易水道ともに令和２年度は給水量

が増加しました。今後は、給水人口と水需要の減少に伴い料金収入も減少する見込みです。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

料金収入の推移と見通し（単位：千円） ※現行料金を維持した場合 
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３．４  施設の見通し 

水道施設を次世代に健全なかたちで引き継ぐためには、適切な診断に基づき資産管理水準の継

続的な向上を図り、着実な更新が必要です。 

本市では、水道施設のアセットマネジメント（※キ）計画を策定し、本市独自の更新基準に基

づく構造物、設備、管路等の水道施設の更新を水道ビジョンに位置付けています。既存の管路や

施設を有効に活用し、長寿命化を図る適切なストックマネジメント（※ク）の取組の下、水道ビ

ジョンに沿った着実な更新、統廃合を行い、給水の安全・安定性を確保します。 

 

 

 

 

 

 

① 管路 

上水道では最も古い管路は創設時（供用開始：昭和５４年度）に布設したもので、法定耐

用年数（４０年）を迎えました。また、簡易水道の事業創設年度は古い地区で昭和３３年で

あり、石綿管や農業集落排水事業で一部更新しているものの老朽化が進んでいることから、

計画的な更新が必要です。 

② 施設 

上水道の水源の最大取水量（計画値）は４，４００㎥/日で、令和２年度の一日平均給水量

は１，４５０㎥/日で、施設利用率が３２．９５％、一日最大給水量は２，１５２㎥/日で最

大稼働率が４８．９１％です。給水人口の減少を想定していますが、災害時の水の確保や簡

易水道事業との統合を考慮し、現状程度の能力は備えなければならないと考えています。 

また、簡易水道においては、伏流水を水源とする地区の水源水質対策や水需要の減少に伴

う施設の統廃合が必要です。水道ビジョンでは、新水源（深井戸）の整備のほか、給水量が

減少する見込みに合わせて配水場やポンプ施設数の最適化（集約）を図ることとしており、

安定した給水と維持管理費の縮減を目指します。施設を最適化することで、更新需要が年間

１．７億円から年間１．５億円に減少する見込みです。 

 

 

 

 

※工種別更新基準 

※キ アセットマネジメント：資産（アセット）を効率よく管理運営するための体系化された技術 

や管理方法。 

 ※ク ストックマネジメント：既存の構造物や施設（ストック）を有効に活用し、長寿命化を図る 

体系的な手法の総称。 
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図６ 年度別更新需要 

 

 

３．５  組織の見通し 

   令和４年度の職員数として、上水道３人（技術職１人、事務職２人）、簡易水道２人（技術

職１人、事務職１人）を見込んでいます。 

水道事業における施設の維持管理と更新需要への対応を適切に行うとともに、漏水や災害発

生時における応急的な給水、復旧に迅速に対応するためには、当該職員数は維持していく必要

があるものと捉えています。 

特に技術職の人事異動については、水道施設の維持管理にかかる技術の継承に一定の年数を

要することを念頭におき、計画的に行うこととします。 

今後、人口減少等に伴う料金収入の減少などを見極めたうえで、水道事業の持続性を担保す

るため、民間委託など事業運営の効率化について検討します。 

  

既に更新基準年数を超過した施設 
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第４章  経営の基本方針等  

４．１  基本理念と基本方針 

水道ビジョンの基本理念と基本方針を、経営戦略での経営の基本理念と基本方針とします。 

大野市の水道事業は、昭和50年頃に発生した地下水位の低下を発端に、市民に安全・安心な飲

料水を提供するために整備しました。加入率などの課題はあるものの、水質の観点から自己井戸

で生活用水を調達できない地域もあり、市民のライフラインとして引き続き事業を運営していく

ことが必要です。 

「自然が育む清浄で豊富な水を後世へ」を基本理念に、「安全」「強靭」「持続」の３つの理

想像と基本方針の下、市民の生活を守る水道サービスを提供していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．２  主要施策 

 

 

 

 

 

 

 

主要施策（１） 施設の最適化（集約） 

    隣接する上水道と簡易水道、複数の簡易水道を統合して配水場やポンプ施設の最適化 

（集約）を図り、安定した給水を行い、維持管理費を減らします。 

主要施策（２） 不安定な水源水質対策 

      水源を伏流水から地下水に変更し、安全で安定した水道水を供給します。 

   主要施策（３） 効率的な施設整備 

      基幹施設、基幹管路を優先的に更新し、限られた財源の中で効率的に施設整備を行い

ます。 

   主要施策（４） 適正な料金体系への改定 

      上水道と料金が同一でない一部の簡易水道について、段階的に上水道との料金統一を

図り、将来にわたって安定的に事業を持続します。 
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第５章  投資・財政計画  

５．１ 上水道事業の投資・財政計画（収支計画）   

   投資・財政計画は、巻末資料２（ｐ．２８）のとおりです。 

 現在の繰入基準と一般会計繰入のルールが維持されることとして試算しました。水需要の

減少に伴い料金収入が減少する見込みです。 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

上水道事業の収益と費用の見通し（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

上水道事業の建設改良費の見通し（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 主要施策（１） 施設の最適化（集約）・(3) 効率的な施設整備  

 菖蒲池地区簡易水道の統合で施設を集約化して、料金収入を増やし、上水道施設の利用 

率向上を図ります。【目標③、④、⑤】 

 主要施策（３） 効率的な施設整備  

 一度に多額の支出とならないよう、施設を計画的に更新します。 【目標①、②、⑥】 

 

0
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150

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

（百万円）

建設改良費

支

出 

※資本費＝ 

減価償却費+企業債利息 
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５．2 上水道事業の目標  

 

 

５．３ 簡易水道事業の投資・財政計画（収支計画）   

   投資・財政計画は、巻末資料２（ｐ．２８）のとおりです。 

なお、簡易水道事業については、地区ごとのセグメント管理の上試算を行い、全ての地区

の合計を簡易水道事業の収益、費用等の見込額としています。 

   簡易水道事業についても、現在の繰入基準と一般会計繰入のルールが維持されることとし 

て試算しました。ほとんどの地区で料金収入が不足しており、今後、水需要の減少に伴う料

金収入の減少も見込まれます。地区ごとに料金にばらつきがあるので、水道ビジョンに定め

る料金改定により経営の健全化を図ります。 

    

 ※ 簡易水道事業の料金改定方針について 

      上水道と料金が同一でない簡易水道においては、施設整備を行った年度から上水道

との料金統一を図ります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

簡易水道事業の収益と費用の見通し（単位：千円）【①料金を改定した場合】 

目標項目 Ｒ2現状 R13目標値 R21目標値 備考 

①配水池の耐震化率 0％ 0％ 100％ （耐震配水池容量／全配水池容量）×100 

②管路更新率 0.91％ 0.95％ 0.95％ 
（その年度に更新した管路延長／管路延長）×

100 

③施設利用率 32.95％ 34％ 54％ （一日平均配水量／一日配水能力）×100 

④経常収支比率 99.73％ 100％ 100％ （経常収益／経常費用）×100 

⑤料金回収率 80.36％ 59％ 48％ （供給単価／給水原価）×100 

⑥有収率 68.58％ 74％ 79％ （年間総有収水量／年間総配水量）×100 

0

50

100

150

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

（百万円） 収益的収支 一般会計補助金

一般会計負担金

長期前受金戻入

その他収入

使用料収入

資本費

維持管理費

収

入 

支

出 

※資本費＝ 

減価償却費+企業債利息 
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簡易水道事業の建設改良費の見通し（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．４ 簡易水道事業の目標  

 

 

 

目標項目 Ｒ2現状 R13目標値 R21目標値 備考 

①施設の耐震化率 16％ 17％ 45％ （耐震施設の能力／全施設の能力）×100 

②管路更新率 0.05％ 0.56％ 0.56％ （その年度に更新した管路延長／管路延長）×100 

③施設利用率 63.88％ 44％ 45％ （一日平均配水量／一日配水能力）×100 

④経常収支比率 112.10％ 112％ 103％ （経常収益／経常費用）×100 

⑤料金回収率 76.08％ 78％ 70％ （供給単価／給水原価）×100 

⑥有収率 62.24％ 80％ 84％ （年間総有収水量／年間総配水量）×100 

0

50

100

150

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

（百万円）
建設改良費

 主要施策（１） 施設の最適化（集約）  

 複数の簡易水道を統合し、施設を集約して利用率の向上を図り、維持管理費を減らします。 

【目標③、④、⑤】 
 

 主要施策（２） 不安定な水源水質対策  

木本地区や荒島地区では、深井戸を整備して水質の安定を図り、送水管の更新費と維持管
理費を減らします。【目標④、⑤】 

 

 主要施策（３） 効率的な施設整備  

一度に多額の支出とならないよう、施設を計画的に更新します。【目標①、②、⑥】 
 

 主要施策（４） 適正な料金体系への改定  

料金を改定して安定した経営を図ります。【目標④、⑤】 
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～ 参考 ： 適正な料金体系への改定に向けて ～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
※ 消費税及び地方消費税を含みます。 
※ 菖蒲池地区簡易水道は令和７年度から上水道に統合され 

上水道と同一料金となります。 

 

 

 

  

① 市営水道事業の現行の水道料金 

（メーター口径１３ｍｍの家事用専用栓で２０㎥使用した場合の１か月の料金） 
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② 料金を維持した場合と料金を改定した場合の料金収入の比較 （簡易水道事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

34,418 
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20,943 千円の差 

 料金にばらつきが

あります。 

 

 料金を改定することで

安定した経営が図られ

ます。 

。 
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５．５ 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

① 収支計画のうち投資についての説明  
  

目標 ・水源が伏流水のため大雨時の濁りの発生や、指標菌が検出されている

水源の代替水源として新水源（深井戸）を整備し、安全で安定した水

道水の供給と、送水管の更新費用の縮減を図ります。 

・西富田地区、富田地区、北富田地区、南富田地区簡易水道の施設統廃

合を行い、配水場やポンプ施設数の最適化（集約）、安定した給水と

固定費等の維持管理費の縮減を図ります。 

 

◆ 投資計画の概要 

水道ビジョンに定める年次別事業計画に沿って計上しました。 

   ・上水道： 簡易水道 （菖蒲池）との統合による余剰能力の活用 

   ・富田、西富田、北富田、南富田地区 ： 統合による施設数の最適化 

   ・荒島地区 ： 水源変更（伏流水 → 地下水） 

   ・木本地区 ： 水源変更（伏流水 → 地下水） 

   ・菖蒲池地区 ： 上水道との統合（取水場廃止） 

   ・阪谷第一、阪谷第二地区 ： 緊急時のバックアップ体制の確保  

   

② 収支計画のうち財源についての説明 

  

 

 

 

 
 

・ 料金収入    有収水量の見込みに供給単価を乗じて試算しました。 

上水道、簡易水道事業ともに、料金収入だけでは維持管理費が賄

えず、国が定める繰入基準以外の一般会計補助によって収入額の

不足を補てんしています。 

水道事業は独立採算制が原則です。人口減少などに伴う料金収入

の減少に対応し、また、老朽施設の更新や簡易水道間の公平を図  

るため、水道ビジョンに定める料金改定を行い、一般会計繰入に    

目標 ・水道施設の機能を維持するための更新費や修繕などに必要な財源の確

保に努めます。 

・企業債の発行については、世代間負担の公平性を考慮しつつ、適切な

額の起債を行います。 
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過度に依存しないよう、経営の健全化を図ります。 

上水道と料金が同一でない簡易水道においては、施設整備を行っ

た年度から上水道との料金統一を段階的に行います。 

・ 一般会計繰入金 現在の繰入基準及び一般会計との取り決めが維持されるもの 

として試算しました。 

   ・ 企業債     企業債は、各年度の事業費を基に必要額を計上しています。 

             世代間の公平性と内部留保資金残高を考慮し、適切な額の企 

業債を発行します。 

   ・ 工事負担金   上水道の新規加入金について、料金収入の減少率を考慮して見 

込んでいます。簡易水道の新規加入金は見込んでいません。 

 

③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

・ 収支全体   菖蒲池地区簡易水道事業は、令和７年度から上水道事業に統合さ 

れるものとして試算しました。 

     ・ 修繕費、材料費  過去３年間の実績と、地区ごとに量水器の検満による交換件数 

を考慮した必要額を計上しています。 

     ・ 減価償却費  既存施設等に係る減価償却見込みに、今後新規整備する施設等を加

えて試算しました。 

     ・ 委託費    現行の委託業務形態が当面継続することとして試算しました。 

     ・ 動力費、手数料 直近の実績値に、水道ビジョンに基づく水源変更等を考慮して試 

              算しました。 

     ・ 職員給与費  現在の職員数が維持されるものとして試算しました。 

              退職給付費は一般会計が負担するため、計上していません。 

    ・ 支払利息   現在発行している企業債の利息に加え、今後発行予定の企業債の 

             利息について、償還期間３０年、据置期間５年、元利均等方式、 

利率１．0％の借入条件で試算しました。 
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５．６ 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の 

    概要 

① 投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等 

広域化 地形的に施設の広域化は困難なのが現状です。現在、福

井県が中心となって策定中の「水道広域化推進プラン」

のための勉強会に参加し、県域全体で広域化の方針を検

討しています。 

民間の資金・ノウハウの 

活用に関する事項 

水道水の安全性と災害、漏水発生時の危機管理体制を維

持したうえで、望ましい組織体制と事業運営の効率化を

図るため、民間活用の取組を検討します。 

アセットマネジメントの充

実（施設・設備の長寿命化

等による投資の平準化） 

アセットマネジメント計画では将来４０年間を前期・中

期・後期に分けて投資の平準化を位置付けています。引

き続き、投資の平準化を検討していきます。 

施設・設備の廃止・統合 

（ダウンサイジング） 

水道ビジョンの計画期間が終了した後についても、水需

要の減少の予測に基づき、引きつづき検討します。 

施設・設備の合理化   

（スペックダウン） 

今後の水需要を見極め、管路の更新においては水需要に

応じた口径を引き続き検討します。 

その他の取組 現在行っている包括的な施設の維持管理について、適正

な委託範囲を検討していきます。 

 

② 財源についての検討状況等 

料金 水道ビジョンに定める料金改定を行ったうえでの経営状

態や近隣自治体の料金設定を考慮し、料金収入の減少と

更新需要に合わせた適正な料金体系を引き続き検討しま

す。 

企業債 世代間の公平を図るための必要性を考慮しつつ、人口減

少していく世代での負担となることを認識し、発行額を

慎重に検討します。 

繰入金 効率的な経営と適正な料金設定を図るなど一般会計繰入

に過度に依存しないための手法を検討します。 

資産の有効活用等による 施設・設備の統廃合に伴う資産の有効活用の可能性につ
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収入増加の取組 いて検討します。 

  

③ 投資以外の経費についての検討状況等 

委託費 現在、施設の維持管理業務や洗管業務などを包括的民間

委託しています。適正で効率的な委託の範囲と手法につ

いて、今後も引き続き検討します。 

修繕費 耐用年数を考慮した材料の採用、日常の点検等の実施、

施設規模の適正化や統廃合等により今後の修繕費の縮減

に努めます。 

動力費 施設の更新時には省電力設備の採用や給水人口と水需要

の減少を見据えた適正な施設規模とし、引き続き動力費

の低減を図ります。 

その他の取組 現在、使用開始等の届出について電子申請を可能として

います。他の手続きについても電子申請の導入を検討し

ます。 
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第６章  経営戦略の事後検証、更新等に関する事項など  

 

経営戦略の進捗状況について、毎年度の経営 

比較分析表を用いたモニタリング結果や目標の 

達成状況を把握し、事後検証を行った上で、 

３～５年ごとに経営戦略を見直します（ＰＤＣ 

Ａサイクルの活用）。見直しの際は、使用料改 

定の必要性についての検証も行います。 

  

水道ビジョンに定める料金改定を目標としつ 

つ、給水人口の推移と施設の状態を見極めなが 

ら、適正な料金体系について検討を続けます。 

 

 

 

                        水道ビジョンに定めるフォローアップ計画 

 

 

 

 

 

 
 

 

計画の策定 事業の推進

・基本計画策定 ・実施計画に基づき、

・基本計画に基づき、 　毎年度の施設整備

　毎年度の実施計画 　を実施

　を前年度末に策定 ・進捗状況を関係者で

共有

次年度事業への反映 達成状況の確認

改善の検討

・達成状況に基づき、 ・実施状況に基づいて

　必要に応じて来年 　結果を評価

　度以降の計画を

　修正

Plan Do

Action Check
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大

き
く

超
え

て
い

る
が

、
今

後
の

施
設

更
新

に
備

え
、

引
き

続
き

健
全

な
経

営
に

努
め

る
。

　
④

企
業

債
残

高
対

給
水

収
益

比
率

に
つ

い
て

は
、

近
年

、
幹

線
や

拠
点

避
難

所
な

ど
へ

の
管

路
拡

張
整

備
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

令
和

2
年

度
ま

で
借

入
が

増
加

す
る

た
め

、
当

面
は

現
水

準
が

継
続

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
　

⑤
料

金
回

収
率

は
、

人
件

費
、

減
価

償
却

費
等

の
固

定
費

が
影

響
し

て
⑥

給
水

原
価

が
高

い
こ

と
か

ら
、

平
均

値
を

下
回

っ
て

い
る

。
経

常
経

費
の

削
減

に
努

め
る

と
と

も
に

、
料

金
収

入
の

確
保

の
た

め
、

加
入

率
の

改
善

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

 ⑦
施

設
利

用
率

、
⑧

有
収

率
と

も
に

平
均

値
よ

り
低

い
傾

向
に

あ
る

。
今

後
は

、
給

水
人

口
の

減
少

な
ど

に
伴

い
給

水
量

、
配

水
量

と
も

に
減

少
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

適
切

な
修

繕
を

実
施

す
る

ほ
か

、
大

野
市

営
水

道
事

業
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

合
理

的
な

施
設

統
廃

合
や

ダ
ウ

ン
サ

イ
ジ

ン
グ

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
①

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

増
加

傾
向

に
あ

り
、

計
画

的
な

施
設

の
更

新
が

必
要

で
あ

る
。

　
③

管
路

更
新

率
に

つ
い

て
は

、
近

年
、

重
要

な
配

水
本

管
の

更
新

（
耐

震
化

）
を

進
め

て
き

た
。

　
管

路
以

外
の

施
設

も
含

め
、

一
時

期
に

更
新

に
か

か
る

負
担

が
集

中
し

な
い

よ
う

、
適

切
な

修
繕

に
よ

る
延

命
化

を
図

る
。

ま
た

、
大

野
市

営
水

道
事

業
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

施
設

規
模

の
適

正
化

、
合

理
的

な
施

設
統

廃
合

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
更

新
を

行
い

、
給

水
の

安
全

・
安

定
性

を
確

保
す

る
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

－

-
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2
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1
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7

4,
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3
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9
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7.
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【
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87
2.

43
37

.7
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■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
現

在
給

水
人

口
(
人

)
給

水
区

域
面

積
(
k
m
2
)

給
水

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

法
適

用
水

道
事
業

末
端
給
水
事
業

A9
非

設
置

32
,9

02

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

元
年

度
決

算
）

福
井

県
　

大
野

市

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
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面
積
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k
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人
口

密
度
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/
k
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

元
年

度
全

国
平

均

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

元
年

度
決

算
）

福
井

県
　

大
野

市

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

87
2.

43
37

.7
1

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
現

在
給

水
人

口
(
人

)
給

水
区

域
面

積
(
k
m
2
)

給
水

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

法
非

適
用

水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業

D3
非

設
置

32
,9

02

－

-
該

当
数
値
な
し

12
.9

8
2,

05
9

4,
23

5
4.

97
85

2.
11

【
】

全
体

総
括

　
給

水
人

口
が

減
少

の
見

通
し

で
あ

り
、

料
金

収
入

の
減

少
へ

の
対

応
と

、
安

定
し

た
水

源
の

確
保

と
老

朽
施

設
の

更
新

が
課

題
で

あ
る

。
　

現
在

、
一

般
会

計
か

ら
の

繰
入

に
よ

り
経

営
の

健
全

性
は

保
た

れ
て

い
る

が
、

今
後

施
設

更
新

の
ピ

ー
ク

を
迎

え
る

に
当

た
り

、
一

般
会

計
に

過
度

に
依

存
し

な
い

よ
う

、
適

正
な

料
金

設
定

、
合

理
的

な
施

設
統

廃
合

や
計

画
的

な
施

設
の

更
新

等
に

よ
る

維
持

管
理

費
の

削
減

な
ど

効
率

的
な

経
営

に
努

め
、

健
全

経
営

を
堅

持
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
①

経
常

収
支

比
率

は
概

ね
1
0
0
％

で
推

移
し

て
い

る
が

、
繰

出
基

準
外

の
一

般
会

計
補

助
を

行
い

、
収

入
不

足
を

補
て

ん
し

て
い

る
こ

と
に

よ
る

。
　

④
企

業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
は

平
均

の
１

割
強

程
度

と
な

っ
て

い
る

。
事

業
の

必
要

性
、

優
先

度
を

見
極

め
起

債
額

の
圧

縮
に

継
続

し
て

努
め

て
い

く
。

　
⑤

料
金

回
収

率
が

逓
減

し
て

い
る

。
今

後
も

給
水

人
口

の
減

少
や

節
水

型
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
定

着
に

よ
り

有
収

水
量

の
減

少
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

適
正

な
料

金
設

定
と

施
設

の
統

合
に

よ
る

計
上

経
費

の
削

減
等

に
努

め
る

。
 ⑥

給
水

原
価

は
上

昇
傾

向
に

あ
る

。
給

水
人

口
の

減
少

等
に

よ
る

有
収

水
量

の
減

少
等

の
要

因
に

よ
り

、
今

後
も

上
昇

の
傾

向
が

続
く

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
経

営
の

更
な

る
効

率
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
　

⑦
施

設
利

用
率

に
つ

い
て

は
、

給
水

人
口

規
模

が
少

な
い

こ
と

も
あ

り
平

均
を

下
回

っ
て

い
る

。
引

き
続

き
施

設
運

営
の

効
率

化
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
　

⑧
有

収
率

は
増

加
し

て
お

り
、

引
き

続
き

適
正

な
修

繕
や

老
朽

化
施

設
の

計
画

的
な

更
新

に
よ

り
、

効
率

的
な

経
営

に
努

め
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
平

成
２

７
年

度
に

実
施

し
た

固
定

資
産

評
価

及
び

平
成

２
８

年
度

策
定

の
収

支
計

画
に

基
づ

き
、

老
朽

化
に

順
次

対
応

し
て

い
る

。
　

③
管

路
更

新
率

が
下

が
っ

て
お

り
、

管
路

以
外

の
施

設
も

含
め

、
一

時
期

に
更

新
に

か
か

る
負

担
が

集
中

し
な

い
よ

う
、

適
切

な
修

繕
に

よ
る

延
命

化
を

図
る

。
ま

た
、

大
野

市
営

水
道

事
業

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
施

設
規

模
の

適
正

化
と

計
画

的
な

施
設

の
更

新
に

取
り

組
む

。
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9
4

1
3
,2

7
8

1
3
,2

7
8

1
3
,2

7
8

1
3
,2

7
8

1
3
,6

1
7

1
3
,6

1
7

1
3
,6

1
7

1
3
,6

1
7

1
3
,6

1
7

1
3
,6

1
7

1
3
,6

1
7

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

8
1
,7

6
3

8
0
,0

2
7

8
4
,3

9
5

7
7
,9

1
2

7
6
,7

1
7

7
5
,5

1
2

7
4
,4

0
1

7
6
,1

5
5

7
5
,3

8
0

7
4
,6

0
7

7
3
,8

3
3

7
3
,0

6
0

7
2
,2

0
3

7
1
,5

1
5

(N
)

(O
)

(P
)

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

そ
の

他

収
入

計

特
別

損
失

特
別

損
益

収 益 的 収 支

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

営
業

外
収

益
補

助
金

そ
の

他
長

期
前

受
金

戻
入

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

(F
)-

(G
)

流
動

負
債

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)
特

別
利

益

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

令
和

元
年

度
令

和
2
年

度

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

営
業

収
益

平
成

3
0
年

度

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 入

材
料

費

収 益 的 支 出

う
ち

建
設

改
良

費
分
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様
式

第
2号

（法
適

用
企

業
・資

本
的

収
支

）
投

資
・財

政
計

画
（収

支
計

画
）

水
道

事
業

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
令

和
3年

度
令

和
4年

度
令

和
5年

度
令

和
6年

度
令

和
7年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
令

和
1
3
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）

１
．

25
,5

00
27

,3
00

21
,7

00
20

,0
00

25
,0

00
43

,0
0
0

5
5
,0

0
0

5
5
,0

0
0

5
5
,0

0
0

5
5
,0

0
0

4
9
,0

0
0

4
9
,0

0
0

２
．

16
,9

22
7,

40
8

10
,0

00
10

,0
00

10
,0

00
10

,0
0
0

8
,0

0
0

8
,0

0
0

9
,2

8
0

1
0
,5

6
0

1
0
,8

1
6

1
0
,8

1
6

３
．

４
．

7,
06

6
6,

10
5

５
．

６
．

36
,5

00
24

,1
66

30
,0

00
25

,5
00

21
,0

00
12

,0
00

15
,0

00
27

,0
0
0

７
．

８
．

7,
49

6
7,

85
9

13
,5

58
8,

95
7

5,
08

7
4,

98
5

4,
88

6
4
,7

8
8

4
,6

9
2

4
,5

9
8

4
,5

0
6

4
,4

1
6

4
,3

2
8

4
,2

4
1

９
．

(A
)

76
,5

62
65

,4
30

82
,1

80
41

,8
65

36
,0

87
46

,9
85

54
,8

86
84

,7
8
8

6
7
,6

9
2

6
7
,5

9
8

6
8
,7

8
6

6
9
,9

7
6

6
4
,1

4
4

6
4
,0

5
7

(B
)

(C
)

76
,5

62
65

,4
30

82
,1

80
41

,8
65

36
,0

87
46

,9
85

54
,8

86
84

,7
8
8

6
7
,6

9
2

6
7
,5

9
8

6
8
,7

8
6

6
9
,9

7
6

6
4
,1

4
4

6
4
,0

5
7

１
．

11
8,

21
2

10
9,

93
7

10
5,

25
0

87
,3

64
10

3,
00

0
68

,0
00

70
,0

00
10

0
,0

0
0

1
1
0
,5

1
8

1
1
0
,5

1
8

1
1
0
,5

1
8

1
1
0
,5

1
8

9
8
,9

6
5

9
8
,9

6
5

２
．

15
,4

54
16

,4
22

17
,4

52
18

,3
12

18
,5

52
20

,0
04

20
,1

01
21

,5
6
3

2
1
,6

3
8

1
7
,4

8
6

1
8
,2

1
8

2
0
,5

1
6

2
1
,9

9
4

2
3
,9

4
1

３
．

４
．

５
．

(D
)

13
3,

66
6

12
6,

35
9

12
2,

70
2

10
5,

67
6

12
1,

55
2

88
,0

04
90

,1
01

12
1
,5

6
3

1
3
2
,1

5
6

1
2
8
,0

0
4

1
2
8
,7

3
6

1
3
1
,0

3
4

1
2
0
,9

5
9

1
2
2
,9

0
6

(E
)

57
,1

04
60

,9
29

40
,5

22
63

,8
11

85
,4

65
41

,0
19

35
,2

15
36

,7
7
5

6
4
,4

6
4

6
0
,4

0
6

5
9
,9

5
0

6
1
,0

5
8

5
6
,8

1
5

5
8
,8

4
9

１
．

51
,9

82
53

,6
31

34
,9

13
63

,8
11

85
,4

65
41

,0
19

35
,2

15
36

,7
7
5

6
4
,4

6
4

6
0
,4

0
6

5
9
,9

5
0

6
1
,0

5
8

5
6
,8

1
5

5
8
,8

4
9

２
．

３
．

４
．

5,
12

2
7,

29
8

5,
60

9

(F
)

57
,1

04
60

,9
29

40
,5

22
63

,8
11

85
,4

65
41

,0
19

35
,2

15
36

,7
7
5

6
4
,4

6
4

6
0
,4

0
6

5
9
,9

5
0

6
1
,0

5
8

5
6
,8

1
5

5
8
,8

4
9

(G
)

(H
)

38
6,

56
2

39
7,

44
0

40
1,

68
8

38
3,

37
6

36
4,

82
4

36
4,

82
0

36
9,

71
9

46
2
,0

0
2

4
9
5
,3

6
4

5
3
2
,8

7
8

5
6
9
,6

6
0

6
0
4
,1

4
4

6
3
1
,1

5
0

6
5
6
,2

0
9

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
令

和
3年

度
令

和
4年

度
令

和
5年

度
令

和
6年

度
令

和
7年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
令

和
1
3
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）

53
,3

33
59

,0
50

19
,4

89
47

,0
80

49
,3

78
30

,6
65

30
,2

91
33

,2
1
6

3
5
,7

8
7

3
8
,2

5
7

3
9
,9

1
9

5
5
,2

3
6

5
7
,6

9
2

4
7
,2

7
9

1,
00

3
1,

75
6

65
9

1,
13

9
1,

13
9

1,
13

9
1,

13
9

1
,5

0
3

1
,5

0
2

1
,5

0
1

1
,4

9
3

1
,4

7
9

1
,4

6
4

1
,4

4
8

52
,3

30
57

,2
94

18
,8

30
45

,9
41

48
,2

39
29

,5
26

29
,1

52
31

,7
1
3

3
4
,2

8
5

3
6
,7

5
6

3
8
,4

2
6

5
3
,7

5
7

5
6
,2

2
8

4
5
,8

3
1

7,
06

6
6,

10
5

16
,9

23
7,

40
8

10
,0

00
10

,0
00

10
,0

00
10

,0
0
0

8
,0

0
0

8
,0

0
0

9
,2

8
0

1
0
,5

6
0

1
0
,8

1
6

1
0
,8

1
6

7,
06

6
6,

10
5

14
,3

93
7,

40
8

10
,0

00
10

,0
00

10
,0

00
10

,0
0
0

8
,0

0
0

8
,0

0
0

9
,2

8
0

1
0
,5

6
0

1
0
,8

1
6

1
0
,8

1
6

2,
53

0

60
,3

99
65

,1
55

36
,4

12
54

,4
88

59
,3

78
40

,6
65

40
,2

91
43

,2
1
6

4
3
,7

8
7

4
6
,2

5
7

4
9
,1

9
9

6
5
,7

9
6

6
8
,5

0
8

5
8
,0

9
5

令
和

2年
度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

平
成

30
年

度

平
成

30
年

度

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計計

そ
の

他

他
会

計
負

担
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

企
業

債
残

高

令
和

元
年

度

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

資 本 的 支 出
そ

の
他

計
資

本
的

収
入

額
が

資
本

的
支

出
額

に
不

足
す

る
額

  
  
 　

　
  
  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

資 本 的 収 支

純
計

(A
)-

(B
)

資 本 的 収 入

令
和

2年
度

令
和

元
年

度

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

工
事

負
担

金

他
会

計
出

資
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金
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様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
収

益
的

収
支

）
投

資
・財

政
計

画
（収

支
計

画
）

簡
易

水
道

事
業

（
①

料
金

を
改

定
し

た
場

合
）

（単
位

：千
円

，
％

）

年
　

　
　

　
　

　
度

令
和

3年
度

令
和

4年
度

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

令
和

10
年

度
令

和
11

年
度

令
和

12
年

度
令

和
13

年
度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）

１
．

(A
)

48
,9

10
42

,7
03

44
,5

35
44

,6
64

45
,5

85
45

,8
03

47
,7

23
51

,4
92

54
,8

37
56

,5
80

56
,2

89
55

,3
86

(1
)

48
,8

80
42

,6
73

44
,5

06
44

,6
35

45
,5

57
45

,7
75

47
,6

96
51

,4
65

54
,8

11
56

,5
54

56
,2

64
55

,3
61

(2
)

(B
)

(3
)

30
3
0

29
29

28
28

27
27

26
26

25
25

２
．

1
19

,4
70

10
9
,1

0
3

10
3,

68
3

96
,3

75
92

,2
77

83
,1

24
73

,6
54

66
,0

71
62

,7
08

64
,5

00
65

,3
84

61
,1

13
(1

)
33

,4
13

36
,2

84
33

,0
76

31
,4

03
29

,2
75

26
,3

04
26

,2
47

24
,7

73
24

,6
38

28
,6

54
30

,9
21

27
,5

47
27

,2
03

30
,4

52
28

,4
65

28
,4

38
28

,2
24

25
,3

53
25

,0
99

23
,2

62
22

,6
47

26
,2

60
28

,2
63

24
,5

55
6,

21
0

5
,8

3
2

4,
61

1
2,

96
5

1,
05

1
95

1
1,

14
8

1,
51

2
1,

99
0

2,
39

3
2,

65
8

2,
99

3
(2

)
86

,0
57

72
,8

19
70

,6
07

64
,9

72
63

,0
02

56
,8

20
47

,4
07

41
,2

98
38

,0
70

35
,8

46
34

,4
63

33
,5

66
(3

)
(C

)
1
68

,3
80

15
1
,8

0
6

14
8,

21
8

14
1,

03
9

13
7,

86
2

12
8,

92
7

12
1,

37
7

11
7,

56
3

11
7,

54
5

12
1,

07
9

12
1,

67
3

11
6,

49
9

１
．

1
48

,5
93

13
4
,3

8
7

13
2,

25
9

12
3,

43
3

12
1,

76
3

11
5,

17
2

10
7,

41
8

10
2,

52
7

99
,1

46
10

2,
28

2
10

3,
38

2
98

,7
41

(1
)

10
,4

18
10

,2
11

10
,2

11
10

,2
11

10
,2

11
10

,2
10

10
,2

10
10

,2
10

10
,2

10
10

,2
10

10
,2

10
10

,2
10

5,
71

8
5
,2

3
4

5,
23

4
5,

23
4

5,
23

4
5,

23
3

5,
23

3
5,

23
3

5,
23

3
5,

23
3

5,
23

3
5,

23
3

4,
70

0
4
,9

7
7

4,
97

7
4,

97
7

4,
97

7
4,

97
7

4,
97

7
4,

97
7

4,
97

7
4,

97
7

4,
97

7
4,

97
7

(2
)

38
,1

27
40

,0
21

41
,5

88
37

,3
90

35
,7

90
35

,9
67

36
,8

66
36

,9
21

35
,3

13
39

,2
08

40
,7

62
36

,5
64

7,
05

8
6
,6

0
3

6,
60

3
6,

60
3

6,
60

3
6,

54
0

7,
34

0
7,

94
0

7,
94

0
7,

94
0

7,
94

0
7,

94
0

12
,1

10
11

,6
77

13
,4

36
10

,4
64

9,
36

4
9,

08
3

9,
22

3
9,

73
9

8,
75

1
10

,1
36

11
,9

03
8,

93
1

1,
44

3
4
,2

2
4

4,
03

2
2,

80
6

2,
30

6
2,

67
2

2,
63

1
2,

30
2

1,
68

2
4,

19
2

3,
97

9
2,

75
3

17
,5

16
17

,5
16

17
,5

16
17

,5
16

17
,5

16
17

,6
71

17
,6

71
16

,9
39

16
,9

39
16

,9
39

16
,9

39
16

,9
39

(3
)

1
00

,0
48

84
,1

55
80

,4
60

75
,8

32
75

,7
62

68
,9

95
60

,3
42

55
,3

96
53

,6
23

52
,8

64
52

,4
10

51
,9

67
２

．
1,

62
9

87
3

79
4

1,
20

0
1,

91
2

1,
73

0
2,

08
7

2,
74

8
3,

61
9

4,
35

2
4,

83
3

5,
44

1
(1

)
95

6
87

3
79

4
1,

20
0

1,
91

2
1,

73
0

2,
08

7
2,

74
8

3,
61

9
4,

35
2

4,
83

3
5,

44
1

(2
)

67
3

(D
)

1
50

,2
22

13
5
,2

6
0

13
3,

05
3

12
4,

63
2

12
3,

67
4

11
6,

90
2

10
9,

50
5

10
5,

27
5

10
2,

76
5

10
6,

63
3

10
8,

21
4

10
4,

18
2

(E
)

18
,1

58
16

,5
46

15
,1

66
16

,4
06

14
,1

88
12

,0
25

11
,8

72
12

,2
88

14
,7

80
14

,4
46

13
,4

59
12

,3
17

(F
)

34
1

(G
)

8
30

0
30

0
30

0
30

0
30

0
30

0
30

0
30

0
30

0
30

0
30

0
(H

)
33

3
△

 3
0
0

△
 3

00
△

 3
00

△
 3

00
△

 3
00

△
 3

00
△

 3
00

△
 3

00
△

 3
00

△
 3

00
△

 3
00

18
,4

91
16

,2
46

14
,8

66
16

,1
06

13
,8

88
11

,7
25

11
,5

72
11

,9
88

14
,4

80
14

,1
46

13
,1

59
12

,0
17

(I
)

(J
)

(K
)

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

48
,9

10
42

,7
03

44
,5

35
44

,6
64

45
,5

85
45

,8
03

47
,7

23
51

,4
92

54
,8

37
56

,5
80

56
,2

89
55

,3
86

(N
)

(O
)

(P
)

令
和

2年
度

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

営
業

収
益

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 入

材
料

費

収 益 的 支 出

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)
特

別
利

益

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)
(F

)-
(G

)

流
動

負
債

そ
の

他

収
入

計

特
別

損
失

特
別

損
益

収 益 的 収 支

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

営
業

外
収

益
補

助
金

そ
の

他
長

期
前

受
金

戻
入

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
00

）

健
全

化
法

第
22

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/（

P
）×

1
00

)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5
条

第
１

項
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）/

（
M

）×
10

0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額
健

全
化

法
施

行
令

第
1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)
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様
式

第
2号

（法
適

用
企

業
・資

本
的

収
支

）
投

資
・財

政
計

画
（収

支
計

画
）

簡
易

水
道

事
業

（
①

料
金

を
改

定
し

た
場

合
）

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
令

和
3年

度
令

和
4年

度
令

和
5年

度
令

和
6年

度
令

和
7年

度
令

和
8年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
令

和
1
3
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）

１
．

47
,8

83
77

,3
86

60
,0

27
41

,3
40

72
,0

00
9
3
,2

9
6

8
1
,4

1
6

5
8
,8

0
0

7
3
,3

7
7

9
9
,4

2
5

２
．

17
,7

21
14

,4
91

31
,4

24
35

,6
54

29
,6

68
14

,8
52

20
,5

74
2
5
,9

5
7

2
4
,6

4
7

2
1
,2

8
5

2
6
,4

0
2

3
3
,8

7
3

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

31
9

2,
25

0

９
．

1,
18

0

(A
)

19
,2

20
16

,7
41

79
,3

07
11

3,
04

0
89

,6
95

56
,1

92
92

,5
74

1
1
9
,2

5
3

1
0
6
,0

6
3

8
0
,0

8
5

9
9
,7

7
9

1
3
3
,2

9
8

(B
)

(C
)

19
,2

20
16

,7
41

79
,3

07
11

3,
04

0
89

,6
95

56
,1

92
92

,5
74

1
1
9
,2

5
3

1
0
6
,0

6
3

8
0
,0

8
5

9
9
,7

7
9

1
3
3
,2

9
8

１
．

17
,4

83
25

,7
00

93
,3

54
11

8,
23

3
96

,0
34

61
,6

75
90

,0
00

1
1
6
,6

2
0

1
0
1
,7

7
0

7
3
,5

0
0

9
1
,7

2
1

1
2
4
,2

8
1

２
．

13
,6

99
12

,9
50

10
,6

77
7,

00
8

2,
46

1
2,

51
7

2,
57

4
2
,6

3
3

4
,6

0
7

7
,7

6
5

1
0
,2

2
8

1
1
,9

4
5

３
．

４
．

５
．

(D
)

31
,1

82
38

,6
50

10
4,

03
1

12
5,

24
1

98
,4

95
64

,1
92

92
,5

74
1
1
9
,2

5
3

1
0
6
,3

7
7

8
1
,2

6
5

1
0
1
,9

4
9

1
3
6
,2

2
6

(E
)

11
,9

62
21

,9
09

24
,7

24
12

,2
01

8,
80

0
8,

00
0

3
1
4

1
,1

8
0

2
,1

7
0

2
,9

2
8

１
．

11
,9

62
21

,9
09

24
,7

24
12

,2
01

8,
80

0
8,

00
0

3
1
4

1
,1

8
0

2
,1

7
0

2
,9

2
8

２
．

３
．

４
．

(F
)

11
,9

62
21

,9
09

24
,7

24
12

,2
01

8,
80

0
8,

00
0

3
1
4

1
,1

8
0

2
,1

7
0

2
,9

2
8

(G
)

(H
)

60
,3

28
47

,3
78

84
,5

84
15

4,
96

2
21

2,
52

8
25

1,
79

7
32

1,
22

3
4
1
1
,8

8
6

4
8
8
,6

9
5

5
3
9
,7

3
0

6
0
2
,8

7
9

6
9
0
,3

5
9

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
令

和
3年

度
令

和
4年

度
令

和
5年

度
令

和
6年

度
令

和
7年

度
令

和
8年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
令

和
1
3
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）

33
,4

13
36

,2
84

33
,0

76
31

,4
03

29
,2

75
26

,3
04

26
,2

47
2
4
,7

7
3

2
4
,6

3
8

2
8
,6

5
4

3
0
,9

2
1

2
7
,5

4
7

6,
21

0
5,

83
2

4,
61

1
2,

96
5

1,
05

1
95

1
1,

14
8

1
,5

1
2

1
,9

9
0

2
,3

9
3

2
,6

5
8

2
,9

9
3

27
,2

03
30

,4
52

28
,4

65
28

,4
38

28
,2

24
25

,3
53

25
,0

99
2
3
,2

6
2

2
2
,6

4
7

2
6
,2

6
0

2
8
,2

6
3

2
4
,5

5
5

16
,9

23
14

,4
91

31
,4

24
35

,6
54

29
,6

68
14

,8
52

20
,5

74
2
5
,9

5
7

2
4
,6

4
7

2
1
,2

8
5

2
6
,4

0
2

3
3
,8

7
3

14
,3

93
14

,4
91

31
,4

24
35

,6
54

29
,6

68
14

,8
52

20
,5

74
2
5
,9

5
7

2
4
,6

4
7

2
1
,2

8
5

2
6
,4

0
2

3
3
,8

7
3

2,
53

0

50
,3

36
50

,7
75

64
,5

00
67

,0
57

58
,9

43
41

,1
56

46
,8

21
5
0
,7

3
0

4
9
,2

8
5

4
9
,9

3
9

5
7
,3

2
3

6
1
,4

2
0

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  
  
 　

　
  
  
(D

)-
(C

)

(A
)-

(B
)

計

そ
の

他

純
計

資 本 的 支 出資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
へ

の
支

出
金

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

資 本 的 収 支

令
和

2年
度

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

工
事

負
担

金

他
会

計
出

資
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

企
業

債
残

高

資
本

的
収

支
分

令
和

2年
度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

う
ち

基
準

内
繰

入
金
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様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
収

益
的

収
支

）
投

資
・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

簡
易

水
道

事
業

（
参

考
：
②

現
行

料
金

を
維

持
し

た
場

合
）
　

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

令
和

3
年

度
令

和
4
年

度
令

和
5
年

度
令

和
6
年

度
令

和
7
年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
令

和
1
3
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）
（
見

込
み

）

１
．

(A
)

4
8
,9

1
0

4
3
,0

0
7

4
2
,0

5
0

4
1
,0

6
7

4
0
,1

1
5

3
8
,1

8
6

3
7
,5

4
1

3
6
,9

1
2

3
6
,2

8
0

3
5
,6

4
7

3
5
,0

1
6

3
4
,4

4
3

(1
)

4
8
,8

8
0

4
2
,9

7
7

4
2
,0

2
1

4
1
,0

3
8

4
0
,0

8
7

3
8
,1

5
8

3
7
,5

1
4

3
6
,8

8
5

3
6
,2

5
4

3
5
,6

2
1

3
4
,9

9
1

3
4
,4

1
8

(2
)

(B
)

(3
)

3
0

3
0

2
9

2
9

2
8

2
8

2
7

2
7

2
6

2
6

2
5

2
5

２
．

1
1
9
,4

7
0

1
0
9
,1

0
3

1
0
3
,6

8
3

9
6
,3

9
9

9
3
,1

7
2

8
5
,7

2
5

7
8
,7

2
7

7
5
,9

5
9

7
2
,4

7
7

7
6
,7

8
7

7
7
,5

5
0

7
4
,3

2
0

(1
)

3
3
,4

1
3

3
6
,2

8
4

3
3
,0

7
6

3
1
,4

2
7

3
0
,1

7
0

2
8
,9

0
5

3
1
,3

2
0

3
4
,6

6
1
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返

還
金

資 本 的 収 支

令
和

2年
度

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

工
事

負
担

金

他
会

計
出

資
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

企
業

債
残

高

資
本

的
収

支
分

令
和

2年
度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

う
ち

基
準

内
繰

入
金
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木
本
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

１
８
３
戸

給
水
人
口

５
０
１
人

菖
蒲
池
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

６
１
戸

給
水
人
口

１
７
２
人

南
富
田
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

１
０
２
戸

給
水
人
口

２
９
１
人

荒
島
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

２
１
０
戸

給
水
人
口

５
４
４
人

西
富
田
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

１
９
２
戸

給
水
人
口

５
９
３
人

北
富
田
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

１
５
０
戸

給
水
人
口

４
８
５
人

下
庄
北
部
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

７
３
戸

給
水
人
口

２
３
５
人

阪
谷
第
一
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

８
４
戸

給
水
人
口

２
１
９
人

阪
谷
第
二
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

１
１
２
戸

給
水
人
口

２
９
８
人

大
野
市
上
水
道

給
水
戸
数

１
，
６
４
９
戸

給
水
人
口

４
，
５
５
９
人

和
泉
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

２
６
２
戸

給
水
人
口

３
７
７
人

（
下
山
地
区
）

（
大
納
地
区
）

（
朝
日
地
区
）

（
後
野
地
区
）

大
野
市
水
道
施
設
区
域
図

Ｒ
３
．
３
．
３
１
現
在

富
田
地
区
簡
易
水
道

給
水
戸
数

１
２
７
戸

給
水
人
口

３
５
８
人
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